
公立八鹿病院看護専門学校あり方検討委員会設置要綱  

 

（設置）  

第１条  公立八鹿病院看護専門学校（以下「学校」という。）は、厳しい経営環境にあ

る中、今後のあり方の方向性等について検討し、組織運営等に関する専門的見地から

助言を得ることを目的として、公立八鹿病院看護専門学校あり方検討委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。  

 

（所掌事務）  

第２条  委員会は、次に掲げる事項を所掌する。  

 (1) 学校の今後のあり方についての検討及び助言に関すること。  

(2) 費用削減及び収入確保による経営改善方策についての検討及び助言に関するこ

と。  

(3) その他あり方検討に必要な学校組織等に関する検討及び助言に関すること。  

 

（組織）  

第３条  委員会は、別表に掲げる委員及びオブザーバーで組織する。  

 

（委員長）  

第４条  委員会に委員長を置く。  

２  委員長は、委員の互選によって定める。  

３  委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。  

４  委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名

する委員が、その職務を代理する。  

 

（会議）  

第５条  委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。  

２  委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。ただ

し、委員長が必要と認めたときは、オンラインであっても出席とみなす。  

３  委員は、事故その他やむを得ない理由により会議に出席できないときは、代理人

を出席させることができる。  

４  委員長が必要と認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求めることができ

る。  

 

（謝金）  

第６条  委員が委員会の職務に従事したときは、別に定めるところにより謝金を支給

する。  

２  前条第３項の規定に基づき、代理人が会議に出席したときは、代理人に対して、



委員と同額の謝金を支給する。  

 

（旅費）  

第７条  委員が委員会の職務を行うために、会議に出席し又は旅行したときは、旅費

を支給する。  

２  前項の旅費の額は、職員等の旅費に関する条例（昭和 43 年９月 17 日組合条例第

10 号）の規定により算出した額に相当する額とする。  

３  第５条第３項の規定に基づき、代理人が会議に出席したときは、代理人に対して

旅費を支給する。この場合において、旅費の額は委員と同様の取扱いとする。  

 

（事務局）  

第８条  委員会の事務局は、公立八鹿病院組合統括事務局に置く。  

 

（補則）  

第９条  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、別に定

める。  

 

附   則  

（施行期日）  

１  この要綱は、令和８年７月１日から施行する。  

（招集の特例）  

２  この要綱の施行の日以後最初に開かれる会議は、第５条第１項の規定にかかわら

ず、管理者が招集する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

公立八鹿病院看護専門学校あり方検討委員会委員名簿  

 

１  委員（敬称略・順不同）  

 役  職  氏  名  

 姫路獨協大学 学長  井上  清美  

 公益社団法人京都府看護協会  会長  豊田  久美子  

 
播磨内陸医務事業組合立  

 播磨看護専門学校  専任教員  
藤原  千賀子  

 

 

２  オブザーバー（敬称略・順不同）  

 役   職  氏   名  

 養父市 副市長  井上   剛  

 香美町 副町長  穴田  康成  

 

別表  


